
筋３号様式（第'5条関係）

事業昔排出量削減報告書
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ｉｔｌｉＩｇ､li-`)ろ－１にIrt・レ印を出入Ｌてく匿さ1,0,$$淀011鷺行以外の11霊fいいルロＭと9人IＩＦ要で､ｌ

２ｒｌ４巾1F度」とItil向期間の1,年度を、rII侭lFljLとI1mIldilUIImUJ凪終flzlZを．「0M門年度一とI1iIl向liImIUjう9ｺ,今I`nlwIIﾔの対象と/[必１Ｍ〔壁いい.[す

：｛￣‘lＩ常ｉｎ等排111Ｋ分」とは点郁lWILlの耶鴬ｌｉｉＷ)嚇襲WF動0)ための工夫ルギーのIlIIlにIｷﾞい宛1k-m｢ろ泌撒効恥ガスを．「翰送順間排ⅡⅡ盃ﾅ)．とIilI1動IIllu進１１菊什仁づいてI;[枢lⅡの率IuU〕1噸をﾙ(柾IlfI9と0．ろ`IⅡ
仏iﾘ)l川IⅡ１.乃沮塩効果ガスを、鉄inOtz莨什'二一｣いてＩＭｌＭ｢･`rろ貨物IIIr糾疋ⅡM(秤BlIIJUU)Iﾘﾄﾞ11Ｗろ沮謂効果ガスを．「そU)他俳111区分」とMIP紐以外U)jK6MWIに」FIIるり畷Iｉｆ群U2や税i円⑪ＩＥＩｆい鉛ＪＷ・る狙瓶効Ⅲ
ガス鐙いいｆ１．

０「凧【u位､'iたりの沮錘$采ガスUMlIik郡』U）ｒＩＩＩ途【<分ｊに1t･Ｃｌ二【:M1、,ID街1W/&どJjlⅡ途を輿入して<ﾉﾐといｆ原111位のlli侭」に1t･分ｆＵｊ￣二値化炭楽換口一（J)Ｆに分1Wと/&ろlIiほ（''二庶数IUL延べ味dU
IlI・逆ljHI凪等）を記入してください

５fT-U)他ﾘﾙ2球H1眼化２１黄による出講効吸ガスU)耐dHUR淳一のうちｆｉｎ仲JjIX代及び笹田＿の￣【l㈱ＩＦ度(8)内）‘Ｈ１にltAI向、IHI中のⅡぼの既iI1とｒ紐門年度（翼伯〉，幅にWkldﾉ)IOMl逹起入してくﾉﾐさ
けO

IirIIr配艸、にIｉｔ．￥虚２年度（】(Dqj(jIIWr）を聡巾とした栂IⅡIAU)klltqO、布エネ洞品困発'【ど他付Kﾉ)拙噛仙采ガス1ＭMW減への固献．グリーン囚遮り)腿川．特定フロンノ[どU)役例附近外山１２懇効91ＷスリJIW
械江どぞ皿人してくださｂ､

仇ｌＷ（法人にあっ
ては．にたる郡i1i
所の所花地）

｣i(郁市(凡兄区横大路fIiM松町７８

氏名（法人にあっ
てに．名称及び代
4k行の氏名）

光アスコン株式会社代表11j【締役祉及喜多川光欠

事某背の=lﾖたる
巣郁 産災廃棄物処理乗

酸当する事菜折
要件 ｐル(郁府地球温暖化対獺条例施irBL則第]０条節11)酸当取某烹Jｆ（大規模エネルギー便)Ⅱ醐堆者（U;ii1lIに換算してＬ500キロリットル以|:））

「 L(祁府地球温暖化対東条例施if規則第１０条第２))ｘは節3;)鍍当事業行（ﾉ叫椣迎送駆難iIf（トラック又はパス100台以上／タクシー150台以'二／鉄道
１１〔Idil50向以上）

Ｐｊ〔祁府地球温暖化対束条例施行蜘則第１０条節41)砿当耶鷺行（その他のin室効果ガスの大HJ模排Ⅱl邸焚付（も鹸化炭紫に摸Ｊ１〔して3.000トン以'二））

計画期間 平成２０年４１］～平成２３年３ｌ］

班本方＃｝
地域ﾈl:会の環境保捜を節・にみえ「地球をきれいにｊをモットーに、産猫廃棄物を安全かつ通IIfな処lli1をする中間処I､施投として、その減Iii化・無

害化を典現することにより、人が変心して暮らせるIlllな園地づくりを'二1桁す。

推進体制
幹部公並びにＩＳＯ１４００１推進体I1HIに躯ずる゜

環駆マネジメントシステム名称 ＩＳＯ１４００１ 

通111範1Ｍ クリーンセンター、ＲＰＦセンター

収111年jlIl ２００５．２．７ 

年度ごとの具体

的な取組及び'１｝
極の状況

年度

､P成2211:lHi

没lii・対象、［FM沖

熱交換器

}ルＩＲＩ内塀

省エネ役Iilliへの史新検Iimlを文施する。

温室効ルヒガスの
排111紙等 排川区分

Ａ事粟所等排11ⅡX分

Ｂ輸送u|[両排111区分

Ｃその他排１１}区分

排出合;↑

文紙に対する[I己iif価

蕊iVl年度〔爽紙）
（１９）Ｉ12座

（二腔化賎桑IAn）

１１棟年度（iih町）
（２２）《I:度
(-二依化煤秦lqW）

lfl滅半

(`lII1hj） 

報ili年度（喪統）
(２１）年度

（二股化炭卓桷百）

lfl減率

(爽緬）

3.884.3t ３８８４．３ｔ 00％’ 3,98231 ワ り災9

↑ ハ１ ４０ 

12768.4ｔ １２７６８．４ｔ ００知 '11.0135Ｉ Ｌ９ｑｎｉ 

。’’6.652.71 ･遵１６，６５２７ｔ 0.0脱 ●・Ｉ 16.995.8ｔ ２．１傍､

会社風の省エネ意蛾のIhIl:。省エネが環境だけではなく、原価､ﾘ減に繋がっている。

原､in位当たりの
in室効果ガス排
lⅡ凧等

jⅡ途IX分 原１１４位の術標

アスコニ芒Ｊ‐ヤー
＝そ酸化炭紫換算

211産賦

>’１』･芝ﾝ⑨
二酸化炭紫換算

処jUMliR

Ｈ１’１．と〃'勺一
二酸化炭茶換算

２１孟産Ii（

火細に対する[l己評価

聴準年度（文紬） １１Ｍ1年度（iilI11Ii） I､滅中（111両） 報《Ii年度（突紙〉 111減；綴（爽紙）

0.024ｔ－[０２／Ｉ ００２４ｔ－[０２／『 ００私 ００２３t-CO2／【 -4.2リ，

2.655ｔ－CO2／Ｉ 2.655ｔ－[０２ハ 0.0h$ ２１１６３t-CO2／［ -'１０‘輔,

0.048ｔ－CO2／Ｉ 0.Ｏ４８ｔ－ＣＯ２／１ ００堀 ００４７１－CO2／ｔ -2」ハ；

生産ｌｄ・処HMlitが伸びた分、芒酸化炭茶の排lⅡIilも!↑ⅡjⅡoDRBti位では､ﾘ城。

その他の地ＬＭＡ

暖化対策による
温室効果ガスの
削減li1等

対策等の区分

森林の保全及び鏑lGi

府内壷の木材の利ⅡＩ

''１然エネルギーをｲIllUした趣ﾉ｣
又は熱の供給

グリーン敏力の鱗入

家庭における温室効果ガス排{１１
1Nの､ﾘ減効JIL分の川人

ﾊﾞﾘ減Iit等合iil

11標年度（`ihiii）

取側風等 （ｚ峻化炭秦lＱｎｌ

UU旧面IiU） hａ qH収鳳

1t川Ｉ 、1, 1M減風

光煎Iil） kwｈ 1W減勵

鮪供給H上） GＪ IWDflil 

四人RＵ kwｈ l利拭Iil

(囚人雌） 【 (、I減Ｍ１）
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報ｌｌｉ年9１ (突繍）

蚊tllIn郡 (二依化隅増IQp）

蟹田画伯） ｌｌａ 吸収頃）

印111Ⅱ風） ｍｏ 、減瓜）

先な最〉 kIlh n(I戯固り

熱ｲ1t袷Iit） ＧＪ n1I減Rt）

購入砥】 kwｈ ntl減砥）

(園人、） ｔ (lVI減騒）

ウ

雄Ｉl排ⅢIil

(ＩＭＩ台ＡＩ－ｍ減評合diI）

賎ｉｆ１年度（尖繍）

＊1１６，６５２７１ 

Iz1標年度（iiI1刺）

'021-【0A）１６．６５２７１

I､城中（ilI向）

0.0％ 

報〈Ii年度（爽統）

0□qj-lISO ’6,995.8t 

111減率（実績）

2」％

地球温暖化対jmi
に資する社会L,Ｉ
献活mｈ

｢環境フォーラムきょうと」に参力Ⅱ

特記事」１ｍ ･JICA研修として、中米illfI則及びアジア諸国などの郁市HIjの化活廃棄物処jlI1に係る技術系行政官を鍵成することにより、関係1Mの'１１活環境の改涛に資
するに取り組んでいる。

･本Ⅱ:／アスコンセンターにおいては、平成18年に古エネ改修を史施し、平lj〔17年度比エネルギー便ⅡllOIマイナス９
・ボランティア組織「WLi松エコ協錨会」を役jXし．地域との交流や１%報交換、定期的な地域の環境災化等を通じて、
ている。

１％を達成。
地域社会に1.1畝する活動を続け


